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　昭和46年3月より昭和50年12月までに
596症例に肝シンチグラムを施行し，このう

ちspace　occupying　lesion（SOL）
は150例にみられ，手術や剖検などで118
例に確定診断を得た。その内訳は原発性肝癌が

29例，転移性肝癌76例，その他13例であ
った。これらについて質的診断を試みたので，

その成績を報告する。

　原発性肝癌と転移性肝癌におけるSOLの部
位と脾影出現度について比較検討した。原発性

肝癌では単発性であることが多く，両葉にまた

がるものを加えると49％となり，中等度以上
の脾影を示すものが多かった。転移性肝癌では

多発性，または両葉にまたがるものが77％を
占め，脾影は1例をのぞき軽度出現を示した。

以上からSOLが単発性で両葉にまたがるもの
，また多発性でも脾影が中等度以上みられるも

のは原発性肝癌を疑うべきであることが示唆さ
れた。
　　　　　　　　　　　　　67　　　　　　　　　　　　　　Ga－citrate　さらに両者の鑑別のため
による肝ジンチクラムを施行し，原発性肝癌で

陽性像を得ることが多かった。

99m　Tc－pertechnetateおよひ67Ga－
citrateによる肝シンチグラムに加えて，
最近75Se－selenomethionine　による
シンチグラム，さらにα一fetoproteinの
定量などにより，SOLの質的診断へのアプロ

ー チを試みたので若干の症例を示し，その概要

を報告する。

　び慢性肝疾患の肝シンチグラムと組織学的所見との

対比を行い興味ある結果が得られたので報告する。

　研究対象。生検により確診し得たび慢性肝疾患68

例で内訳は肝硬変36例、慢性肝炎20例、脂肪肝6例

及びdrug　mduced　lipid。sls　6例である。このうち

肝硬変はGa！1に準拠して、　p。stnecrotlc（11例）、

posthepatltlc（活動型17例、非活動型5例）及びnu－

trltlonal（3例）clrrhoslsに分類した。

　検査方法。19SAu一コロイド静注后、　Amcounterに

より血中コロイドのクリアランス（TY2）を測定し、

約2時間后、島津製シンチスキャナー（クリスタル3

φ×2吋、10Fハニーコーンコリメーター）もしくは

東芝製シンチカメラ（GCA　202）を用いて肝シンチグ

ラフィーを行った。

　研究成績。血中コロイドクリアランス（T％）は

P。stnecrotlc　cirrhosls（PLC）133分（平均値、以
ト’同様）、posthepatltlc　cirrhosls（1nactlve）（

PHLCI）90分、　posthepatitlc　clrrhosls（actlve）

（PHLCa）88分、慢性肝炎（活動型）（CHa）73分、

慢性肝炎（非活動型）（CHI）62分及びdrug　lndu一

己ed　hpldosls（DIL）80分で殊にPLCでは著明に

延長している例が多くみられた。次に、久田の方法に
より左巾及び右巾を計測し、左／E比を求めた。左／

右比はPLC　O．63、　PHLCiO、72、　PHLCa　O．8、　CHa

O．63、CHI　O．59、　r［utrlt，　10nal　clrrhoe’；Ls（NLC）

0．56及びfatもy　liver（FL）0．63であった。

PLCと比べてPHLCaでは左葉腫大例の多い傾向を認

めた。次に、脾影はPLC　11例中9例（82％）、PHL

C15例中4例、　PHLCa　17例中10例（59％）、CH

20例中6例（30％）、DIL6例全例、　NLC　3例全例

及びFL6例中3例にみられ、殊にPLC及びDILに高
率であった。

　総括。肝硬変を中心に種々の型の肝疾患の19SAu一

コロイドシンチグラフィーを行い病型によってTi／2、

肝左葉腫大の程度並びに脾影の出現率に差のあること

を示す成績を得たが今后さらに症例を重ね結論を出し

たい。
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